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        むかし昔、ボッカ訓練で通過したハト峰にはきれい

な水場があったと、記憶しており、一度テント泊して見たいと考え

ていた。鈴鹿の稜線での水場としては最高かも、梅雨の最後のため

か、水量がかなりあり、冷たくて柔らかくおいしい水だ。 
 
 

明日は、次女、奈津の誕生日だったのをふと思い出す。駐車場 12:30
着。竜ヶ岳登山をパスした分だけ早くなったし、テント泊はやめて

早く帰ろう！！ 

 
 

      7/17(土)3:30 自宅発で国道 23 号→桑名→宇賀渓谷→石榑峠へ向かうが、土砂崩れのため、

国道 421 号の登り口にゲートが出来ていて通行止めとなっていた。しかたなく、竜ヶ岳登山はあきらめ

て、朝明渓谷へ向かう、朝明の駐車場 6:00 着、料金所のおじさんに一泊か聞かれ、明日の料金も徴収さ

れるのかと、思わず日帰りと答えてしまい。バイクに積んだテント泊装備を取り出せなかったのでハト

峰泊断念。天気は梅雨のしっぽで、ジメジメの霧雨、こうなると、夏の鈴鹿名物「山ヒル」を避けるた

め中尾根コースを登る。(後で、ヒル喰れ右足一箇所発見)、蒸し暑くしきりに汗がでる、いつものバテ

るパターンにはまり休憩を頻繁にとるが足が進まない、熱中症なのかと思い、松尾尾根の頭で水分を取

る。釈迦ヶ岳頂上 9:35 着、ガスが晴れてきて夏の日差しが強いし樹林で展望も悪い。少し戻り、ハト峰

に向かう、猫岳からアップダウンで高度下げ、羽鳥峰峠の水場とテン場を確認する。ハト峰は誰もいな

い静かな時間が流れる。またいつか、泊まりに来よう。猫谷を下る、明治にできた石積み堰堤のふちに

ロープが張ってあり、慎重に下る。朝明はバーベキュウの煙がたちこめて、水遊びの子供たちの歓声が

 
 
 
 
 
 

 CL：中山 正夫 
 

7/17(土)曇り雨のち晴れ 
03:30 自宅発 
幸田→国道 23 号→宇賀

渓谷 
05:00 国道 421 号ゲート 
通行止め→朝明渓谷 
06:00 朝明駐車場着 
06:12 駐車場発 
07:05～:25 中尾根休憩 
08:05～:30 休憩 
08:55～9:15 松尾尾根頭 
09:35 釈迦ヶ岳頂上着 
09:45 頂上発 
10:45～:11:00 白滝谷出

合 
11:10 ハト峰着 
11:25 ハト峰発 
12:30 朝明駐車場 
13:00 朝明発 
 

バイク単独で鈴鹿登山 

10 年 7 月 17 日（土） 鈴鹿山脈 
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駐車場 

四日市 IC→湾岸道→ 
豊明 IC→23 号バイパ 
ス→幸田 
15:30 自宅着 
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